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九州支部　 こ の 十年の 歩み

久木野 睦子

1．　 九州支部の 概要

　 九 州支部 の 発足 は，学会創 立 3 年後 で ，今 年 は 37 周年

と な ります。去 る 2005年 に は，当時 の 鎹吉支部長 と支部

運 営 に永 くあ た ら れ た福岡県 地 区 の 先生方 の ご 尽力に よ

り，九州支部 35周年記念誌 の 発刊が実現 しました 。 記念

誌 の 記録 を見 ます と，多い ときに は 約 350名の 会員を擁 し

た 九 州支部 も，こ こ 最 近 の 会員数 の 減少 は著 し く，現在で

は 最 も会員数 の 少ない 支部 とな っ て しまい ま した 。

　支部長 は 初代 の 支倉サ ツ キ 先 生 が 20年間 そ の 任を務 め

て 下さっ た あ と，各県 の 輪番制 とな り現在 に 至 っ て い ます 。

今年度 で 長崎県 の 担 当が終わ り，次期の 佐賀県で
一

巡 しま

すの で ，今後に つ い て は改め て 検討 して い きた い と考えて

い ます 。

　さ て，こ の 10年 の 聞 に は 平成 12年の 全 国大会が 九州地

区の 担当 と な り，鹿児島県 の 外西壽鶴子支部長を実行委員

長として 無事，盛会裡 に 大会 を終え る こ とが で きま した 。

また，金子 小 千枝支部長 の 任期中 に は こ れ ま で 実施 して き

た 講演会，試食会，見学会 に 加 え海外研修 と研究発表会 を

始 め る こ と もで き ま した。

　 九 州支部が 少 ない 会員数 に もか か わ らず，多岐 に わ た る

支部活動 を展開 して い る の は，会員数が減少 して い る か ら

こ そ会を魅力あ る もの に し，会員数の 増加を図 ろ うとい う

歴 代支部長 や 幹事 の 熱 い 思 い があ っ た か らで した 。

　また，九州支部独自に お 願 い して い る特別会員 の 皆様の

ご 協力 も，こ れ らの 活動 の 大きな支 え と なっ て い ま す 。

2． 支部行事

　 こ の 10年間 の 支部行事を 以下 に 示 し ま し た 。 年 2 回 の

講演会 の ほ か に 試食会 の 開催 が定着 して お り，食文化や 地

産 地 消 の 見 地 か ら も，大変意義 の 有 る もの と な っ て い ます 。

また平成 10年か らは支部総会 の 翌 日に 見学会が実施 され

る よ うに な りま し た。さ ら に平成 15年か ら始め た研究発

表会 は 担当 され た 吉岡慶子先 生 の ご 尽力 で や っ と軌道 に乗

っ て きた と こ ろ で す。

平成 9 年 （1997）

支部幹事会　1 月 25 日 （宮崎県宮 日会館）

　講演　宮崎の 調味料　　　　　　　　　　　 神戸保氏

支部総会　10 月 26 日 （大分県大分東洋 ホ テ ル ）

　講演

　　 自然が 支 え る い の ち
一

医食同源 の 科学
一

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　菊屋奈良義氏

　　ス ポ ー
ッ 選手の 食生活実態 と栄養管理　　早渕仁美氏

　試食会　日本料理 「秋豊 の 国の 食材を活か して 」

　 　　　　　　　　　　　（大分東洋 ホ テ ル ）長谷野勇氏

平成 10年 （1998）

支部幹事会　1 月 24 日　（鹿児島県敬天閣）

　講演　茶 の 利用
一

過去から未来へ
一

　　　　武田善行氏

支部総会　6 月 27・28 日 （長 崎県長崎県立女 子 短期大学）

　講演

　　21世紀に お け る我 が 国 の 食糧生産　　　　　高倉直氏

　 　 ヨ ーロ ッ パ 研修 の 旅 　 熊川 キ ミエ 氏
・小 野チ エ 子 氏

　試食会　長崎普茶料理 （長崎市聖福寺）

　見学会　ハ ウ ス テ ン ボ ス 環境施設見学お話 と試食

　　「フ ラ ン ス へ の あ こ が れ」　　　　　　　 上柿元勝氏

平成 ll年 （1999）

支部幹事会　1月 23 日　（鹿児島県市町村自治会館）

　講演　黒豚 の 産肉性 と 肉質　　　　　　　　 川井田博氏

支部総会　6 月 19・20 日 （福 岡県中 村学園大学）

　講演

　　カ ッ ト野 菜 の 晶質保持 と微生物制御　　　太 田 英明氏

　　調理学者 の
“
新 しい 食専門職教育

”
へ の 対応

　　　
一

フ
ー

ドス ペ シ ャ リス ト，フ
ー

ドコ ー
デ ィ ネ

ーター

　 　　に つ い て
一

　　　　　　　　　　　　　川端晶子氏

　試食会

　　玄海の 幸を使 っ た フ ラ ン ス 料理

　　　　　　　　　　　 （博多全 日空 ホ テ ル） 西 田弘氏

　 　 ワ イ ン の はな し　　　　　 　　　　　　 和田和彦氏

　見学会　大宰府，福 岡市 「太宰府方面 の 史跡見学 と豆腐

　　料理」昼食　自然 庵

平成 12年 （2000）

支部幹事会　1月 29 日

全国大会

日本調 理 科学会総会 　9 月 9 ・10 日 （鹿児島県 JA 鹿児 島

県会館）

　見学会　「鹿児島の 食文化を訪れ る 」

平成13 年 （2001）

支部幹事会　1 月 20 日 （鹿児島県敬天閣）

　講演

　　や きもの
一

時空 を超 えた 魅 カ
ー　　　　 厚東孝治氏

支部総 会　6 月 16・17 日 （宮崎県宮 日会館）

　 講演

　　きの こ と食 の 効用　　　　　　　　　　 川内進策氏
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　　中国医学 と健康　生薬を利 用 した骨粗鬆症予防 プ ロ グ

　　 ラ ム の 評価　　　　　　　　　　　　　　三 成由美氏

　 試食会　 しし鍋 （宮崎県綾川荘）

　見学会　綾町照葉樹林 の 森 ・大吊橋 ・酒造工場見学

平成 14年 （2002）

支部幹事会　2 月 23 日 （福岡県香蘭女子短期大学）

　講演　牛海綿脳症 （BSE ）とは何か一安全 な食肉提供へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 池内義英氏

　 試食会　 イ タ リ ア料理　試食と食材 の テ イ ス ト

　　（福 岡市 イ ル
・ボ ッ コ ーネ）

支部総会　6 月 22 ・23 日 （佐賀県唐津 シ
ー

サ イ ドホ テ ル ）

　 講演

　　 ヒ トゲ ノ ム の 解明 と私 た ちの 生 活　 　 　 　 堀勝治氏

　　食品 の 調理 ・加 工 に おけ る組織構造変化 と食味特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吉岡慶 子 氏

　試食会

　　器が もたらす精神的な効果一有田 を飾る器一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田中ゆか り氏

　　「玄海 の 幸」 と い か シ ュ ウマ イの 実演

　　　　　　　　　 （唐津シーサ イ ドホ テ ル ）古川 龍美氏

　見学会

　　伊万里 ・大川 内窯元 め ぐり　昼 食　川 魚料理 龍水亭

平成 15年 （2003）

支部幹事会　2 月 22 日 （福岡県香蘭女子短期大学）

　講演

　　食文化研究の 視点 （私論）　　　　　　　 和仁皓明氏

　　広東料理 の 魅力　　　　　　　　　　　　板谷秀子氏

　試食会　三大珍味 の 戻 し方を広東料理 に学 ぶ

　　　　　　　　　　　（福岡市福岡聘珍楼）　 板谷秀子氏

支部総会　6月 7 ・8 日 （沖縄県 ロ ワ ジー
ル ホ テ ル 沖縄 ）

　 講 演 　麹菌 と沖縄 の 発酵食品　　　　　　　安 田政明氏

　研究発表　5 題

　試食会　沖縄 の 食材 を 用い た 創作料理

　　　　　　　　（ロ ワ ジー
ル ホ テ ル 沖縄）　嘉手川重利氏

　見学会　読 谷村海水淡水化 セ ン ター，読谷村窯元，読谷

　　村花織会館，昼食　琉球郷土 料理 い じゅ の 花

平成 16年 （2004）

支部幹事会　2 月 21 日 （熊本県熊本テ ル サ）

　講演

　　ビ タ ミ ン B5 の 栄 養 と健康　　　　　　 岡田 美津 子 氏

　　 テ ン ペ の 機能性 に つ い て 　 　 　　 　 　 　 太 田 直
一

氏

　試食会　地産地消へ の取り組 み　熊本県産 の旬の 食材 を

　　使っ た 洋風懐石　　（菊南温泉観光 ホ テ ル ）　大島孝氏

支部総会　 6 月 12・13 日 （福 岡県福岡 ガー
デ ン パ レ ス ）

　講演

　　食材料 の 安全性 を考 える
一

最近 の 農薬事情
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 森啓
一
郎氏

　　博多の 菓子 の 歴 史 ・
行事と菓子　　　　　松江國秀氏

　研 究発表　3 題

　試食会　和 と洋 の 料理饗宴

　　　　（福岡 ガー
デ ン パ レ ス ） 松 岡佳久氏．近藤敏郎氏

　見学会　福岡市内博多の 食文化をたずね て　聖福寺 ・承

　　天寺
・
櫛田神社

・
博多曲物　　　　　　貞刈惣

一
郎氏

　　A ．博多座大歌舞伎観劇 コ ース

　　B，食文化 コ ース

平成 17年 （2005）

支部幹事会　2 月 19 日 （熊本県健康 セ ン タ
ー

）

　講演

　　乳酸菌が切 り拓 く食 と健康　　　　　　　松崎弘美氏

　試食会　中国旬料理 　旬の食材で の海鮮料 理

　　　　　　　　　　（熊本市中国名菜儷郷）　早川文明氏

支部総会　6 月 11 ・12 日 （大分県 日田み くまホ テ ル ）

　講演

　　 だ れ も知 らない 水 の は な し〜天 然水大評判 の 時代 に〜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 川野田實夫氏

　研究発表　4 題

　試食会 　三 隈川 に浮か ぶ 屋台船 で 鵜飼 を見 なが らの 宴

　　　　　　　　　　　　　（み くまホ テ ル ） 秋 山 則央氏

　見学会　 日 田市小鹿 田焼 きの 窯元 と豆 田地 区

　　（小 京都 日 田 の 中心）を訪ねて　昼食　秋子想

平成 18年 （2006）

支部幹事会　2 月 25 日 （長崎県活水女子大学）

　 講 演

　　長崎県の 水産加工 に つ い て 　　　　　　 長嶋寛治氏

　　魚類の 鮮度保持 と トレ
ー

サ ビ リ テ ィ
ー　　 岡本昭氏

　　食品 の 表示 と安全 に 関する最近 の 話題　　本間清
一
氏

　試食会　出島タ
ー

フ ル 料理

　　　　　　　　　　　 （長 崎 グ ラ ン ドホ テ ル ）鵜飼壽氏

支部総会　 6 月 17 ・18 日 （熊本県熊本 テ ル サ）

　講演

　　生 命 の 歴 史か ら見 た 人間の 食につ い て　　　片野 學氏

　研究発表　7 題

　試食会　有機無農薬野 菜 を使 っ た 自然食

　　　　　　　　　　　　　　　（熊本 テ ル サ〉　伊藤宏氏

　見学会　熊本川尻地区の 伝統 工 芸 と和菓子 の 歴史 に 触れ

　　て 　昼食　土 房 と ぼ う

平成 19年 （2007）

支部幹事会　2 月 10 日 （長 崎県活水女 子 大学）

　 講演

　　ス ロ ー
フ
ード運動 の 現状 と今日 的意義　　黒川陽子氏

　　発酵食品 と して の エ タ リ の 塩辛　　　　 大迫
一

史氏

　試食会　普茶料理 （興福寺）

支 部総会　6 月 16・17 日

　（福岡県北九 州男女共同参画セ ン ター・
ム
ーブ）

　講演会

　　料理 が 教 える もの
〜今，子 ど もに大切 な こ と〜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 35

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

日本調 理 科学会誌　Vol．40　 No ．6 （2007）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 坂本廣子 氏

シ ン ポ ジ ウ ム 　　竜口 和恵氏，秋永優子氏，古閑明子氏

研究発表　4 題

試 食 会 　知 られ ざ る食材 の 宝 庫 ・北 九 州〜新 鮮 な食材 を

　活 か し た郷 土 料 理 な ど

　　　　　　　　（九州厚生年金会館 ウ ェ ル シ テ イ小倉）

見学会　関門 レ トロ と唐戸市場　昼食　門司港ホ テ ル

3，　 海外研 修

　海外研修は 九 州 の 地 の 利 を生 か し，ア ジ ア の 食文化 を探

訪 しようと平成 14年 か ら始め られ ました 。 こ れまで 3 回

実施 し，い ずれ も中国食文化研究家 で大学中国語講師をさ

れ て い る板谷秀子先 生 が 訪問地 の み な らず，研修中の 食事

メ ニ ュ
ー

まで 周 到 に 検討 し，1司行 して 解説 して 下 さ る とい

う，我 々 調 理 科学会 員 の 興 味 や 食 欲 を存分 に満 た す 研 修 と

な っ て い ます 。 こ の 研修が実現 した の は板谷先生 の みなら

ず毎回企画を担当 し て 下 さ っ た池 田 博子先生 の ご尽力 が あ

っ て の こ と です。

第 1 回海外研修

2002年 8月 18 日〜22 日

テ
ーマ 　雲南省 の 伝統食を訪ねて

参加者　14名　（中四 国支部 2 名，近畿支部 1名を含む）

研修内容　昆明で の 「昆明飲食服務学校」教員 との 懇談

　西双版納 で の 伝統食研修，タ イ族 の 村 「曼乱点」で の 『糯

　米咸魚』 『糯米 咸肉』 等 の 試食 発 酵食 品作 り見学，「プ

　 ア
ー

ル 茶畑」見学，各 地 の 名物料理 の 試食 。

第 2 回海外研修

2004年 8月 17 日
〜21 日

テ ーマ 　浙江省の 食文化 を訪ね て

参加者　10名 （中四 国支部 1名を含む）

研修内容　杭州で の 「梅家塢村 の 龍井茶畑」「杭州茶葉市場」

　見 学 ，金 華 で の 「金華 ハ ム 工 場」見学 と金華 ハ ム 宴 の 試

　食，紹興 で の 「東風 紹 興 酒 工 場」「三 味 臭 豆 腐 店 」 見 学

　と紹興地方料理 の 試食，上海，「楊家厨房」 で の 上 海料

　理 の 試食。

第 3 回海外研修

2006年 3 月 24 日〜29 日

テ ーマ 　四 川 省の 食文化 をた ず ね て

参加者　16名 （中四国支部 1名，近畿支部 2 名 を含む）

研修 内容　世界遣産 ： 九寨溝 の 見学，「羌 （ち ゃ ん）族」

　の 村 で の ヤ ク の 肉な ど を使用 した 郷 土料理 の 試食，成都

　 の 文珠院素菜館 で の 精進料理試食 お よ び，欽膳斎 で の 薬

　膳 料 理 試食 「五 抉 石 漢方薬 市 場」「鄲 県豆板醤工 場」「邑

　豊搾菜 工 場」等 の 見学，陳麻婆豆 腐店 で の 麻婆豆 腐試食 。

4．　 さい ご に

　 こ の 2年間，支部長 を担当させ て 頂 き，九 州支部 の 順調

な 運営に は多 くの 方 の献身的 な働 きが あ っ た こ と に，改 め

て 気付かされました 。 と 同時 に，現在 の 会員数や，個々 の

会員がおかれ て い る教育 ・研究環境 を考える と，今後 の 支

部活動に つ い て新た な方向性 を検討する 時期 に 来 て い る よ

うに も感 じ ま した 。 それ ぞ れ の 会員 が 胸 に 抱 い て い る熱 い

思 い を 直 に語 り合 っ て，九州支部を益 々 発展 させ て い けた

ら と願 っ て い ます 。

豆板醤工 場 見学 搾菜工場 見学
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支部役員

各県幹事 平 成 10 ・11年度 平成 12・13年度 平成 14・15年度 平成 16・17年度 平成 18・19年度

福 岡 池 円博子 　　 　石松 成子

上村一恵 　 　　尾形寿子

荻 迫 喜代子 　 　古賀菱子

下 村 久美子 　 　末田 和代

金 子小千枝 　　 中野和子

近 　雅 代 　 　 　林 田 紀 代 子

坂 元明子 　　　 二 木栄子

出 中丸 ゆ た か 　森重敏子

早 渕仁美 　　 　吉岡 慶子

三 成 由美

池田 博子 　　　 石松 成子

上村一恵　　　 尾形寿子

荻 迫喜代子 　　古賀菱子

下村久美子 　　末 田和代

金 子小千枝 　　中野和子

近 　 雅代 　 　 　林 田紀 代 子

坂元 明子 　　　 二 木栄 子
・

森重敏子 　 　 　早 渕 仁 美

吉岡 慶子 　 　 　三 成由美

A 池 田博子

　滝澤和子

B 吉 岡慶子

　坂元明子

C 末 田和代

　近 　雅代

A 松 本 富 子

　 秋永優子

B 吉岡慶子

　 坂元明子

C 野 瀬礼子

　 金 子 小 千 枝

A 米田 寿子

　竜 口和恵

B 吉 岡慶子

　坂元明子

C 野 瀬礼 子

　近　雅 代

佐賀 小 野 チエ 子 　 　熊川 キ ミヱ

成清 ヨ シ ヱ

小 野チエ 子 　　熊川キ ミ ヱ

成 清 ヨ シ ヱ

成清 ヨ シ ヱ

副島順子

成清 ヨ シ ヱ

副島順 子

成清 ヨ シ ヱ

副 島順 子

大分 安部 テ ル 子 　　篠 原 寿子 安部テ ル 子 　　江 後迪于

篠 原寿 子 　　　 山 本玲 子

安部 テ ル子

山本 玲 子

安部テ ル 子

山 本 玲 子

安部 テル 子

篠 原 壽 子

長1畸 安達 町子　 　 　古場 久代

脇 山順子　　　 久木野睦子

坪井悦子

安達町子　　　 久木野 睦子

古 場久代　 　 　坪井悦子

脇 ［．［順 子

安達 町子

久木野睦子

安達町 子

久木野睦子

安達町子

武藤慶子

熊 本 鎹 　吉 　 　 　 　亀 山　 春

沼 田貴 美 子

鎹 　吉　　　　 沼 田 貴美 子 鎹 吉

沼 田 貴美 子

沼 田 貴美 子

北 野直子

沼 田貴 美 子

北 野 直子

宮崎 天 野 菁子 　　　篠原 久枝

田 代裕子

天 野菁子 　　　篠原久枝

田代裕子

川 瀬 千恵子

篠原 久枝

天 野菁子

篠 原 久 枝

篠原 久枝

鹿児島 小 住 フ ミ子 　　徳 田和 子

竹 田千重乃　　 田島真 理子

脇 阪淑 子　　　外西 壽鶴子

福 司 山エ ツ 子　澤村恭 子

山 崎 歌 織

小住 フ ミ子　 　外西壽 鶴子

徳 田和子　　　 福司山 エ ッ子

竹 田千重 乃　 　上村和 子

田島真理子　 　山 崎歌 織

外西壽鶴子

田島真理子

福 司山 エ ツ 子

田島真理子

福 司山 エ ツ 子

田 島真理子

沖縄 新 垣隆子 　　　金城須美子

東盛 キ ヨ 子

西 大八 重子 　　東盛 キ ヨ 子

金城 須美子

金城須美子

東盛 キ ヨ 子

東盛キ ヨ 子

田 原 美和

東盛 キ ヨ 子

田原 美利

　　　支部長

　　 副支部長

　　庶務 ・企 画

支
部

荏　 記録

委
員
　　　 会計

幹
事

　　 特別会員

　 　 　 監事

外 西壽鶴子

小 住 フ ミ子

徳 田和 子　　　 脇 山順 予

澤 村恭 子

田 島真 理 子 　 　脇阪 淑 子

澤村恭子 　　　山崎歌織

福 司 L［．「エ ツ子 　竹 田千 重乃

末 田和 代　　　 坂元 明子

福 司 山 エ ツ 子

池 田博 子 　 　　 脇 山順 子

外西壽鶴子

小住 フ ミ子

徳 田和子　　　 山 崎歌 織

田 島真理 子 　　上村 和 子

福 司 山エ ツ 子 　竹田千 重 乃

福 司山エ ツ 子 　下村久 美予

田代 裕 子 　 　　金城 須 美子

金子 小 千枝

末田和代

吉岡慶子

池田 博子

近 　雅代

滝 澤 和子

　　一

坂元 明 子

下村久美子

外 西 壽鶴 子

沼 田 貴美子

鎹 吉

北 野直子

沼田 貴美子

坂本美代子

橋 本光子

　　一

橋 本 光子

末田 利代

坂 元 明 子

久木野 睦子

武藤慶子

岡本美紀

舟森美里

　　一

林 田光子

三浦志保

中原　愛

末 田和代

鎹 吉

成清 ヨ シヱ

本部常任理 事

　 　理事

外 西壽鶴 子

金 城 須美子 　 　二 木栄 子

金 子小 千枝 　 　鎹 吉

熊 川キ ミヱ

外西 壽鶴子

金城 須美子 　 　池 田博 子

鎹 吉　 　　 　 熊川 キ ミ ヱ

金子 小 千枝

安達 町 子

池 田
．
陣子

川瀬千恵子

末田 和代

東盛 キ ヨ 子

鎹 吉

北 野 直子

滝澤和子

東盛キ ョ 子

久木野 睦子

安達 町子

沼 田貴美子

坂元明子

東盛 キ ヨ 子

滝澤和子

（現支部長）
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